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15議員が

質問 町政を問う
　３月４日、近隣の自治体において、コロナウイルス感染者の報告がありました。
　このため、３月５日の一般質問は議員それぞれの判断により、質問内容の調整を図り、会議時間の
短縮に努めました。

ページ 質　問　者 質　問　事　項 担当部

会　

派　

代　

表

7
政和クラブ

大 岩　　 保
●  令和２年度予算 総 

8
きずな

青 木 信 哉
●  武豊町が結ぶ各種協定・覚書など

企 福 
経  

9
日本共産党議員団

梶 田　　 進

●  令和２年度予算、経済情勢
●  令和２年度予算、会計年度職員
●  令和２年度予算、国民健康保険
●  令和２年度予算、公共施設使用料改定

総 企
福 

10
公明党議員団

甲  斐  百合子
●  令和２年度予算
●  相談窓口

総 企
福 

個　

人　

質　

問

11
上 森 田 義 弘 ●  ごみの減量 経 

下 石 川 義 治 ●  下水道事業の公営企業会計適用 建 

12
上 南　　 賢 治 ●  中心市街地のまちづくりに対する町の関わり方 建 

下 鈴 木 一 也 ●  武豊中央公園（防災公園） 建 

13
上 石 原 壽 朗 ●  まちの魅力向上 企 

下 青 木 宏 和 ●  住民対話集会におけるご意見・ご要望 総 

14
上 鳥 居 美 和 ●  認知症の方々への本町の取り組み 福 

下 久 野　　 勇 ●  高齢者対策 福 

15
上 櫻 井 雅 美

●  災害時の医療体制
　　他に「小中学校における全員担任制導入」質問 

総 福 

下 野 田 佳 延 ●  教職員の多忙化 教 

16 上 本 村　　 強 ●  多胎児家庭への支援の必要性 福 

総 総務部　企 企画部　福 健康福祉部　経 生活経済部　建 建設部　教 教育部

一般質問
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各
種
施
策
を
「
前
」
に
進
め
る

Q 

「
重
要
な
予
算
編
成
」
と
位
置
付

け
る
令
和
２
年
度
予
算
を
、
ど
の
様
に

編
成
さ
れ
た
の
か
。

A 

町
長 

令
和
２
年
度
は
「
第
５
次 

武
豊
町
総
合
計
画
・
後
期
戦
略
プ
ラ
ン
」

の
最
終
年
度
に
な
る
。
各
分
野
に
掲
げ

た
各
種
施
策
を
着
実
に
「
前
」
に
進
め
、

一
方
で
は
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
、
本

町
の
将
来
構
想
を
固
め
て
い
く
「
政
策

の
選
択
」
を
行
っ
た
。

　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
「
安
全
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
視
点
を
最

重
要
課
題
と
捉
え
、
通
学
路
に
お
け
る
、

交
通
安
全
施
設
の
整
備
、
防
犯
カ
メ
ラ

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
公
共
施
設

へ
の
設
置
に
加
え
、
主
要
交
差
点
お
よ

び
公
園
な
ど
に
、
合
計
31
台
を
設
置
す

る
費
用
を
計
上
し
た
。

　

子
育
て
分
野
で
は
、
緑
丘
児
童
ク
ラ

ブ
別
棟
新
築
工
事
、
ま
た
、
切
れ
目
の

な
い
支
援
の
充
実
を
目
指
し
「
10
か
月

児
す
く
す
く
相
談
事
業
」
に
か
か
る
費

用
を
新
規
予
算
で
計
上
し
た
。

　

ま
た
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据

え
、
武
豊
中
央
公
園
整
備
事
業
、
屋
内

温
水
プ
ー
ル
建
設
事
業
な
ど
に
、
重
点

的
に
予
算
配
分
を
行
っ
た
。

地
方
債
の
効
果
的
な
運
用
に
努
め
る

Q 
今
後
の
町
債
、
財
政
調
整
基
金
の

運
用
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

A 

総 

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
４
年

度
に
か
け
て
は
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
を

は
じ
め
と
し
た
、
主
要
事
業
の
継
続
や
、

南
保
育
園
大
規
模
改
修
工
事
、
総
合
体

育
館
天
井
等
非
構
造
部
材
改
修
工
事
な

ど
、
投
資
的
事
業
が
数
多
く
計
画
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
公
債
費
を
超
え

る
額
の
、
町
債
の
発
行
を
予
定
し
て
い

る
。

　

今
後
も
地
方
債
は
、
将
来
に
わ
た
っ

て
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
公
平
に
負
担
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
適
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
発
行
す
る
。

　

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
は
、
令
和
４

年
度
ま
で
は
取
り
崩
し
、
財
政
運
営
を

行
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
残
高
５
億
円

を
維
持
し
、
令
和
５
年
度
以
降
は
、

10
億
～
16
億
円
程
度
を
維
持
し
て
い
く
。

会
派
予
算
要
望
の
反
映
は

Q 

政
和
ク
ラ
ブ
予
算
要
望
の
中
で
、

令
和
２
年
度
予
算
に
反
映
さ
れ
た
項
目

は
。

A 

総 

要
望
項
目
の
一
部
で
は
あ
る

が
「
通
学
路
等
の
安
全
確
保
、
犯
罪
抑

止
」
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
主
要
交
差

点
に
14
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
。「
男

女
共
同
参
画
の
積
極
的
な
推
進
」
に
つ

い
て
は
「
第
３
次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
」
の
策
定
。

　

「
専
門
職
員
の
育
成
」
に
つ
い
て
は
、

民
間
専
門
研
修
へ
の
参
加
、
お
よ
び
職

場
内
研
修
の
実
施
。

　

「
ゴ
ミ
の
減
量
」
に
つ
い
て
は
、
刈

草
剪
定
枝
の
資
源
化
促
進
を
目
指
し
、

南
部
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
工
事
実

施
設
計
委
託
料
を
計
上
。

　

ま
た
「
通
園
、
通
学
路
に
あ
た
る
歩

道
の
適
切
な
整
備
」
と
し
て
、
主
要
交

差
点
５
か
所
に
お
い
て
、
防
護
柵
な
ど

の
設
置
経
費
を
計
上
。

　

武
豊
中
央
公
園
の
整
備
や
、
教
育
現

場
に
お
け
る
、
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン

ト
、
生
活
支
援
員
、
国
際
交
流
員
な
ど

の
町
独
自
の
施
策
に
つ
い
て
も
、
要
望

を
い
た
だ
く
中
、
引
き
続
き
予
算
計
上

し
た
。

政和クラブ
大岩　保 議員

令
和
２
年
度
予
算
に
つ
い
て

会派代表 町政を問う！
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地
域
が
抱
え
る
社
会
課
題
に
関
し
て

自
治
体
と
民
間
企
業
な
ど
が
双
方
の
強

み
を
生
か
し
て
課
題
解
決
の
た
め
、
各

種
の
協
定
や
覚
書
を
結
ん
で
い
る
。

協
定
・
覚
書
を
運
用
す
る
の
に

大
切
な
こ
と
は

Q 

ど
の
よ
う
に
運
用
し
て
い
く
の
か
。

A 

町
長 

協
定
に
は
常
に
連
携
を
図

り
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
も
の
と
、
災

害
時
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
な
い
こ
と
が

望
ま
れ
る
も
の
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
い

る
。
基
本
的
に
は
定
期
的
な
情
報
交
換

を
行
い
、
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
さ
ら

に
連
携
を
密
に
し
て
い
く
。
ま
た
必
要

に
応
じ
て
協
定
内
容
の
見
直
し
も
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

A 

企 

平
成
15
、
16
年
に
締
結
し
た

町
内
業
者
と
の
災
害
時
に
お
け
る
緊
急

協
力
に
関
す
る
協
定
は
東
日
本
大
震
災

後
、
覚
書
を
交
わ
し
て
い
る
が
10
年
近

く
経
っ
て
い
る
た
め
、
内
容
に
つ
い
て

再
度
、
確
認
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で

あ
る
。

積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
事
例

Q 

地
域
見
守
り
推
進
事
業
に
関
す
る

協
定
の
事
例
は
。

A 

福 

平
成
28
年
に
結
ば
れ
て
お
り
、

日
常
業
務
で
町
内
を
巡
回
さ
れ
て
い
る

事
業
者
と
町
が
、
相
互
に
連
携
し
て
孤

独
死
や
徘
徊
の
防
止
に
繋
げ
て
い
る
。

事
業
所
か
ら
の
通
報
に
よ
り
平
成
28
年

に
１
件
、
平
成
29
年
に
２
件
、
安
否
確

認
や
救
急
搬
送
な
ど
の
支
援
を
行
っ
た
。

Q 

武
豊
町
民
な
ど
の
健
康
づ
く
り
の

推
進
に
向
け
た
包
括
協
定
の
事
例
は
。

A 

福 

平
成
30
年
５
月
に
フ
ァ
イ

ザ
ー
株
式
会
社
様
と
締
結
し
た
協
定
は
、

禁
煙
お
よ
び
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
な

ど
の
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

住
民
な
ど
の
健
康
づ
く
り
へ
の
推
進
を

図
る
も
の
で
、
今
年
度
は
12
月
に
禁
煙

に
関
す
る
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
喫
煙
者
の
８

人
中
６
人
が
禁
煙
し
た
い
と
返
答
。

活
用
が
不
十
分
で
は

Q 

産
学
官
交
流
に
関
す
る
覚
書
に
よ

る
成
果
は
何
か
あ
る
か
。

A 

経 

平
成
20
年
４
月
に
国
立
大
学

法
人
豊
橋
技
術
科
学
大
学
と
武
豊
町
商

工
会
と
締
結
し
た
覚
書
に
お
い
て
、
締

結
し
た
当
初
、
町
内
事
業
所

か
ら
同
大
学
に
対
し
技
術
相

談
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
将

来
的
に
共
同
研
究
へ
の
発
展

が
見
込
ま
れ
る
と
い
っ
た
動

き
が
あ
っ
た
が
、
具
体
的
な

成
果
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

そ
の
後
は
覚
書
を
活
用
し
た

事
例
は
な
い
。

Q 

活
用
さ
れ
な
か
っ
た
要

因
は
。

A 

経 

職
員
の
認
識
不
足

お
よ
び
情
報
共
有
不
足
に
よ

り
、
町
か
ら
の
覚
書
の
目
的

に
沿
っ
た
情
報
発
信
お
よ
び

町
内
事
業
者
へ
の
周
知
活
動

が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

Q 

今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く

の
か
。

A 

経 

町
内
に
は
多
く
の
事
業
所
が

あ
り
同
大
学
の
知
的
支
援
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
は
有
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
今
後
も
連
携
し
て
い
き
た
い
。

会派代表町政を問う！

きずな
青木 信哉 議員

行
政
課
題
へ
の
協
定
・
覚
書
の
利
用
促
進
を

▲ 日本福祉大学との包括協定を締結
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会派代表 町政を問う！

　

共
産
党
議
員
団
と
し
て
令
和
２
年
度

予
算
要
望
し
た
項
目
か
ら
、
住
民
に
大

き
な
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
項
目
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
開
始

Q 

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
施
行

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
非
常
勤
職
員
の

労
働
条
件
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す

か
。

　

ま
た
、非
常
勤
任
用
職
員
の
内
、パ
ー

ト
タ
イ
ム
任
用
職
員
、
フ
ル
タ
イ
ム
任

用
職
員
と
な
る
職
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何

名
に
な
り
ま
す
か
。

A 

企 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
は
４
４
１
名
の
任
用
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
に
つ
い
て
は
予
定
し
て
い
ま
せ

ん
。

Q 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
時
間
給
は
、

移
行
前
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
に
な
り
ま

す
か
。

A 

企 

今
年
度
と
同
時
間
勤
務
の
場

合
、
期
末
手
当
を
含
め
、
年
収
ベ
ー
ス

で
ほ
と
ん
ど
の
職
種
で
増
額
と
な
り
ま

す
。

均
等
割
の
減
免
制
度
の
導
入
を

Q 

平
成
30
年
度
よ
り
、
保
険
者
が
本

町
か
ら
愛
知
県
へ
移
行
し
た
結
果
、
国

民
健
康
保
険
税
が
増
税
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
保
険
税
を
引
き
上
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
理
由
は
何
で
す
か
。

A 

福 

愛
知
県
か
ら
示
さ
れ
る
、
被

保
険
者
ひ
と
り
当
た
り
の
国
民
健
康
保

険
事
業
納
付
金
が
、
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
国
保
財
政
に
つ
い
て
、

今
後
も
引
き
続
き
歳
入
不
足
が
見
込
ま

れ
る
た
め
で
す
。

Q 

予
算
要
望
と
し
て
、
保
険
税
の
均

等
割
の
軽
減
を
求
め
ま
し
た
。
予
算
編

成
に
あ
た
っ
て
、
高
校
生
以
下
の
減
免

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
検
討
を
さ
れ
ま

し
た
か
。

A 

福 

保
険
税
の
改
定
に
あ
た
り
、

被
保
険
者
均
等
割
額
に
つ
い
て
は
、
世

帯
の
加
入
者
数
が
多
い
場
合
に
負
担
が

大
き
く
な
る
こ
と
に
留
意
し
て
、
標
準

保
険
税
率
よ
り
も
低
く
抑
え
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

　

収
入
の
な
い
世
帯
や
、
低
所
得
の
世

帯
に
つ
い
て
は
、
国
の
制
度
に
よ
り
、

加
入
者
数
と
所
得
に
応
じ
た
７
割
、
５

割
、
２
割
軽
減
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
配
慮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

制
度
改
正
に
よ
り
、
国
保
財
政
は
市

町
村
単
位
か
ら
、
都
道
府
県
を
主
体
と

し
た
事
業
運
営
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
本
町
独
自
で
年
齢
の
区
分
に
よ

る
保
険
税
の
減
免
を
実
施
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

公
共
施
設
の
使
用
料
改
定
の
影
響

Q 

町
民
会
館
な
ど
の
公
共
施
設
の
使

用
料
の
改
定
は
、
使
用
料
見
直
し
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
改
定
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

予
算
編
成
時
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ

れ
ま
し
た
か
。

A 

総 

平
成
28
年
度
４
月
に
制
定
し

た
「
基
本
指
針
」
に
基
づ
き
、
３
年
ご

と
に
見
直
す
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

改
定
後
３
年
を
経
過
し
て
お
り
、
基

本
指
針
に
基
づ
い
て
見
直
し
を
し
ま
し

た
。

　

予
算
編
成
時
に
必
要
性
の
検
討
を

行
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q 

新
年
度
予
算
へ
の
影
響
は
ど
の
程

度
あ
り
ま
す
か
。

A 

総 

使
用
料
改
定
は
、
10
月
１
日

施
行
で
あ
り
ま
す
が
、
新
年
度
予
算
へ

の
歳
入
計
上
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
２
年
度
予
算
要
望
の
実
現
を
も
と
め
て

▲ 武豊町民会館

日本共産党議員団
梶田　進 議員



10 議会だより No.171　2020年4月15日発行

令
和
２
年
度
予
算
に
つ
い
て

Q 

安
全
安
心
の
た
め
の
施
策
と
し
て
、

新
規
ま
た
は
拡
充
さ
れ
た
事
業
は
。

A 

町
長 

令
和
２
年
度
予
算
は
「
安

全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
視
点

を
最
重
要
課
題
と
し
た
。
町
民
会
館
ロ

ビ
ー
の
天
井
改
修
工
事
や
「
武
豊
町
住

宅
等
撤
去
費
補
助
金
」
の
創
設
、
通
学

路
の
主
要
交
差
点
５
カ
所
に
、
防
護
柵

の
設
置
を
新
規
予
算
計
上
し
た
。

　

ま
た
「
ふ
る
さ
と
巡
回
点
検
」
要
望

か
ら
、
衣
浦
小
学
校
東
側
の
法
面
に
転

落
防
止
柵
を
設
置
す
る
。

　

拡
充
し
た
事
業
で
は
、
防
犯
カ
メ
ラ

を
、
通
学
路
の
主
要
交
差
点
に
14
台
、

公
園
に
５
台
設
置
す
る
。

Q 

不
審
者
が
出
没
し
た
と
こ
ろ
な
ど
、

防
犯
と
し
て
も
、
今
後
、
計
画
的
に
、

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

A 

町
長 

当
面
は
、
子
ど
も
た
ち
の

見
守
り
と
し
て
手
掛
け
て
い
く
。
今
後
、

い
ろ
ん
な
形
で
拡
大
の
方
向
に
向
け
て

考
え
て
い
き
た
い
。

Q 

愛
知
県
と
の
協
調
事
業
に
「
高
齢

者
安
全
運
転
支
援
装
置
設
置
促
進
事
業

費
補
助
金
」
が
あ
り
ま
す
が
、
事
業
化

の
お
考
え
は
ど
う
で
す
か
。

A 

総 

愛
知
県
に
よ
り
、
制
度
の
創

設
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
本
町
と
し
て

は
、
県
の
動
向
に
注
視
し
、
事
業
実
施

の
準
備
を
進
め
て
い
く
。

Q 
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
考
え
る
と
、

一
刻
も
早
く
事
業
化
し
て
ほ
し
い
が
、

い
つ
ご
ろ
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

A 

町
長 

な
る
べ
く
早
く
。
県
の
補

助
事
業
が
わ
か
り
次
第
、
い
ち
早
く
手

掛
け
て
い
き
た
い
。

複
合
化
複
雑
化
し
た
課
題
解
決
の

た
め
の
「
断
ら
な
い
相
談
窓
口
」
を

Q 

本
町
に
は
、
総
合
的
な
相
談
窓
口

は
あ
り
ま
す
か
。

A 

福 

福
祉
の
総
合
的
な
相
談
窓
口

と
し
て
「
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
」
を
思
い
や
り
セ
ン
タ
ー
の
１
階

に
設
置
し
て
い
る
。

Q 

世
帯
の
複
合
的
な
課
題
を
丸
ご
と

相
談
で
き
る
「
断
ら
な
い
相
談
窓
口
」

設
置
の
お
考
え
は
ど
う
で
す
か
。

A 

福 

国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

現
行
の
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
見
据
え
調
査
研
究
し
て
い
く
。

Q 

本
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
に
つ
い
て
、
ど
う

お
考
え
で
す
か
。

A 

福 

社
会
福
祉
協
議
会
に
は
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
養

成
研
修
」
を
受
講
し
、
専
門
的
な
ス
キ

ル
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
７
名
在
籍
し

て
い
る
。
町
内
18
区
の
担
当
制
を
と
り
、

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
も
把
握
で
き
る

体
制
を
と
っ
て
い
る
。「
断
ら
な
い
相

談
支
援
」
体
制
整
備
と
と
も
に
、
調
査

研
究
し
た
い
。

Q 

地
域
の
た
め
に
、
一
肌
脱
ぎ
た
い

と
い
う
方
の
、
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
の
相
談
窓
口
に
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
が
ど
う
か
。

A 

企 

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た

住
民
と
の
協
働
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の

で
、
企
画
政
策
課
が
窓
口
に
な
っ
て
、

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
「
提
案
型
協
働

事
業
」
や
担
当
課
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

公明党議員団
甲斐百合子 議員

「
断
ら
な
い
相
談
窓
口
」の
構
築
を

会派代表町政を問う！

▲ 安全を見守る防犯カメラ


